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上の山台状墓 所在地：山口市大字宮駅字削肉字相

上の山台状墓は、平成5年（1993）に行われた山口県立大学の整備事業に伴う

発掘調査により発見された体生時代終末期の墳墓です。墳丘は一辺約 14mの方形

で、あさは約 lmでした。

墳丘上には中央部に土峡墓1基、周辺に箱式石棺墓3基が築かれていました。

造物と しては、鉄2号類数点と土器類が出土していますが、被葬者の顕書？な権力を

示すような遺物は出土していません。

朝国境墓群第第 l地区

第 13号箱式石棺墓

NO. 1 土師事喜厳形器台 NO. 1 土師器高坪

（所蔵機関：山口県埋蔵文化財セン告ー〉

所在地．山口市大字軍自由字赤岸大字吉敷字上南谷

朝田士貴墓群は、『6;生時代から古検特代まての域主主を中心と L／と遺跡です。第E

地区は、昭和50年（1975）、 国道9号線バイパス（札国道 9号線）の建設に伴、、

行われた発掘調査地点であり、 J_l在は国の指定夫跡、と して係存されています。

第 13号箱式石紘基は、第 I地区の求端、標高 33m地点に築かれていま した。

石棺内からは、内行花文鏡をはじめ玉類、鉄誌類などが出土しており、被葬者の

地位の為さをがうかがえます。出土造物の特徴から、体生時代終末期から古域時

代前期初頭に位J1J..づけ句れます。

NO. J ガラス製小玉 NO. 4 奥製小玉 NO. 5 鉄製万子

（所蔵機関．山口県埋蔵文化財セン告ー〉

長光寺山吉績 所在地：山陽小野田市大字僻渦ケ浴

長尤寺山古墳は、厚狭盆地面南幸~の丘陵よ （様 i弱灼 60m）に位宣する会長灼

58mの前方後円墳です。

古墳の発見は古〈、大正 14年(1881）に近隣住氏によって銅鋭 ・鍬形石と共に

多量の鉄器類が掘 り出されました。昭和46年（1971）には古域の復元整備のため

の学術調査が行われ、古墳が前方後円域であること 、 後円喜~上に 2 基の！埜穴式石

玄が存在すること、 t査輸を持つ古墳であることが確認されました。出土造物の特

徴から、この古墳は古墳時代前期後半（4世紀後半）に位盗づけられます。

N日E 碧玉製鍬形石 NO. 7 巴形右製品 川 B 鉄刀 NO. 9・10 鉄鉱 NO. 11 土師器蓋

（所蔵機関： 山陽小野田市教育委員会〉

NO. 11・13 三角縁獣文帯三神三獣鋭 （大阪府紫金山古墳出土品レプリカ〉

（所蔵機関：茨木市立文化財資料館）

N日14 鶏形埴愉 （所厳機関． 山口大学埋蔵文化財資料館）

。

妙徳寺山吉頃 所在地：山陽小野田市大宇都

妙、徳寺山古域は 、 厚狭盆地尚喜~の丘陵上（標高約 38m）にイ立直する全長灼 30m

の前方後円域です。厚狭川を隔てた西側約 1.5kmの他点には長光寺山古域がイ立ill.

します。

古土責は、平成2年 （1990）に国道2号線厚狭バイ パスの建設に伴L、発掘調査が

行われました。調査の結来、古墳の形が前方後円形であること、埴輪 ・3宇石など

の タト告~施設は持たな いこと 、 後円部T買ょに石棺系~穴式石室 1 基が存注すること

が明句かにな りました。石室の中からは、鈎室主と共に多量の玉要員が出土しました

この古域は、古士tr時代前期後半か句終末に築かれた、長光寺山古士貴に続〈首長基

と考えられます。

NO. 15 璃瑠・硬玉 ・緑色凝灰岩製勾玉、碧玉製管玉 NO. 16 滑石製小型勾玉 NO. 17 鉄製刀子

NO. 1 B 土師器短頭登 NO. 19 土師器 高杯 （所蔵機関 ．山陽小野田市教育委員会）
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松崎古墳は、厚泉川の左岸、河口付近の丘陵上（標高約 30m）に位亙します。

古域は、昭和44年（］969）土砂採掘中に偶然、発見されました。工事により墳丘

は半液し、埋葬施設である箱式石棺も崩壊寸前の状態したが、 4日同にかけて緊急

調査が行われました。

調室の絡来、墳丘は残存部分から直径27～ 28mの円域と推定されました。

石棺は長さが灼 3mと大裂のものであり、棺内からは三角主主神獣安立を令む 3ilrluの

銅銭をはじめとして多数の玉類、鉄2苦類が出土しました。出土造物からこの古墳

は古墳時代中期初頭（5世紀初頭）の首長基と考えられます。

即日貌拍・滑石製管玉、碧玉製管玉 H日11～13 鉄斧 NO. 14・15 鉄鍬 NO. 16・17 鉄鎌
（所蔵機関：宇都市教育委員会｝

所在地．山口市大字吉積字新宮

新-g・山1号士責は、山口盆i也の北西、吉敷川左岸の標高 69mの独立丘陵ょに位置

しています。古士責は近年発五Lされたもので、平成6年（1994）に山ロ県の重要遺跡

としてほ認調査が行われました。

調査の結来、検丘は全長 36mの前方後円域であること、埴輪－茸石などの外部

施設を持たない古墳であることが確認されました。埋葬施設は石棺系竪穴式石室

ですが、一部後世に量生王手として再利用されていました。石室内からは、小型の銅銭

1面と多量の五類な どが出土しています。鉄製の武器類を持たない点で:II｝＇徳寺山

古域と共通点があ I）、古墳を特徴づける要素とな っています。出土造物から古士責

時代中期（5世紀代）の首長基と考えられます。

NO. 1B ガラス製小玉 NO. 19 ガラrス製小玉 NO. 30 水晶製切子玉・水品製算盤玉 NO. 31 石杵

（所蔵機関 ：山口県埋蔵文化財セン告ー）

惣ク3皇古士責は、下松市街地の北求部、周｜坊山比から南に派生した丘陵上 （標高

85m）に位宜します。古墳は氏同業者の開発卒業に伴ぃ平成91¥-(1997）に緊急

発掘調査が行われました。

調査の結来、墳丘は直径約 16mの円墳であること、埋葬施設は検穴式石室で

あることが椛認されましえ。また、石玄の関口部側には前庭部が設けられており、

域丘前方の祇郊には土産輪Y'Jが並ぶことが明らかとなりました。石室内からは多笠

の土器と共に玉類、鉄~類などが出土しており、土~の型式からこの古域には

2由主主体が埋葬されたと考え句れます。土器の特徴か旬、古検特代後期中＇買 か句

後半（6世紀中頃～後半）にf主1N.づけ句れる古域です。

NO. 311 ガラス製玉類 N日33 須恵器 高坪 NO. 34 須恵器杯蓋 NO. 35 須恵器坪身

NO. 36・37 須恵器提瓶 N日3B 須恵器広口壷 （所蔵機関 ：下松市教育委員会）

大浦古墳群 所在地 ：山口市博江崎

大浦古検若手は、山口盆地中央をiたれる格野づけの河口部方岸、御伊勢山・相原山

の求1~＇］ に派生した低丘陵上に位置しています。 古域鮮は 、 県道の建設工事に伴L 、

平成8～9年（1996～ 1997）にかけて発掘調査が行われました。

調査は I～N地区に分けて行われ、計 16i!主の古墳が確認されました。埋葬施設

の多くは検穴式石室ですが、それ句の中でも~穴系核ロ式石室や主主室桃i乏の横穴

式石室が存在することが注目されます。及示資料は、 IJ也区の 1号墳 （横穴式石室）

と2号墳（竪穴系校ロ式h玄）から出土した造物です。1号墳は古11r時代後期

中項、2号域は後期前半に位毘づけられます。

NO. 39 鉄製轡 NO. 40・41 耳環 NO. 42 碧玉製管玉、水晶 ・ガラス ・土製小玉

NO. 43 須恵器杯蓋 N日44 須恵器杯身 NO. 45 須恵器 蓋 NO. 46 須恵器短頭蓋

NO. 47 須恵器 NO. 4B 須恵器脚付短頭蓋 NO. 49 須恵器はそう NO. 50 土師器高坪

（所蔵機関：山口県埋蔵文化財センヲー）
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くらべてみよう！

山口の値輪と大和政権の値輪

51 55 57 

古墳時代前期末（4世紀末）の柳井茶臼山古墳では、 円筒 ・朝顔形 ・会形 ・器台形 ・蓋形 ・家形のf車輸が発見Lされています。これらの埴輸

の特徴や制作技法を見ると、地方色が）＇し見られるものの、畿内の古域の士車輪（大和政権の法輪）とよ〈似ていることがわかります。一方、

古墳時代後期中頃（6 世紀中頃）の惣ヶ迫古墳でも円筒・朝顔形・家形の埴輸が発見されていますが、 ~If£ が分厚く、形も「だいたいこん

な形だろうJというおおまかな作りを しています。両者の達L、は、時期の途いもさることながら前者が大和政権に組み込まれた首長の墓、

後者が他方の村の家長の基であることによるものとも考えられます。今回は比較として大阪府の古市古墳群に所注する市E守山古墳（九恭険）

に用いられたと推定される林遺跡（大阪府藤井寺市） 出土の円筒埴輪の及示もおこないます。

柳井茶臼山首境問51 円筒埴槍 NO. 51 蓋形埴輸〈レプリカ） N日53家形埴輪 （レプリカ）

惣ヶ追古墳：NO.54 円筒埴紬 即日朝顔形埴輪 H日56家形埴輪

林遺跡：NO.57 円筒繍輸

柳井茶白山古墳 所在地：柳井市大字柳井向山

（所蔵機関 ：柳井市教育委員会）

（所蔵機関 ：下松市教育委員会）

（所蔵機関：藤井寺市教育委員会）

柳井茶臼山古域は、柳井市街地の北ゑ側、周防山地から南西に派生した丘陵上（標高約 80m）に位宣する、山口県を代表する前方後円域

の一つです。古墳は明治 25年（1892）に地元の二人の；少年によって発見されました。少、年たちによって見つけられた穴（竪穴式石室）か句

は、 査定5面をはじめと して多〈の鉄器類、土器などが出土しました。鋭の 1ifi1 （羊頭双胴怪獣鋭）は、1見在でも古検出土品と しては最大

のものです。その後、平成3年から平成8年（1991～ 1996）にかけて、史跡整備事業の一環と して古域の全面調査が行われました。その

絡来、古墳は会長灼 90mの前方後円積であること、外部施設として法輪列、 :If.~ を有すること、また後円吾f>上にはj受葬施設が 2 基存在する

ことが明らかとなりました。

謎の吉田古繍をさがぜ 1

古煩時代の吉田遺跡

山口大学吉田構内が所在する吉田遺跡は、！日石器時代から江戸時代にかけての被合i!J専です。古検特代の吉田遺跡の状況を五Lてみましょう。

弥生時代終末から古墳時代初頭にかけての集落は、第1学生食堂検の遺跡、保存公園を中心とした他区でで峨認されています。古検特代中期

になると、第2学生令堂周辺に集；4は移動します。古域時代後期の1Hf..は1見底まで確認されていませんが、本幸f>2号館の敷地か句は祭犯の

道具と考えられるi骨石製模造Jもと共に後期の土誌が出土しているため、古検特代を過して吉田遺跡、には集j毒が存率したようです。

また大学敷地南吾Fの飼料園では、古士t時代後期前半の円筒f直輸の彼斤が採集されています。その周辺では昭和25年（1950）に勾玉が採集
されたと伝えられてお り、 昭和42年（1967）までは古噴の埋葬施設の一部と考えられる石材が露出していたと言われて います。どうやら、

私たちが日々学問に明け暮れているこの吉田の他に もひっそ りと古城が狸もれているようです－。

62～72 ．．．．． 73-81 

NO. 58 土師器 聾 H目。59～61 土師標高坪 NO. 61～71滑石製複造品 NO. 73～81 円筒岨鎗 ｛所蔵律問：山口大学埋蔵文化財資料館）
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第21回企画及図録 『古墳の世界～山口県の古域を採る～』
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